
一般口演

一般口演 １

一般口演 4 （Ｏ4-1～Ｏ4-4）

一般口演 3 （Ｏ3-1～Ｏ3-4）

一般口演 ２ （Ｏ2-1～Ｏ2-4）

（Ｏ1-1～Ｏ1-4）

6月27日（土）　13：00～14：00　第3会場（一般教育棟　3F　B33）

医薬品情報一般１

座長：中村 敏明　（福井大学医学部附属病院薬剤部）
村井 ユリ子（東北大学病院薬剤部）　 　　　

Ｏ1-1　アレルギー性咳嗽患者に対する抗アレルギー薬の適用と治療効果に関する疫学研究
石坂 　悠（北海道大学薬学部）

Ｏ1-2　お薬手帳へのScr値及びeGFR記載に対する保険薬局薬剤師へのアンケート調査
福田 未音（九州大学病院薬剤部）

Ｏ1-3　ワルファリン抗凝固能に対する脂肪乳剤併用の影響
櫻井 香織（京都大学医学部附属病院）

Ｏ1-4　シベンゾリンによる空腹時低血糖発現に対してTDMが与える影響について
向井 優太朗（国立循環器病研究センター薬剤部、近畿大学大学院循環器薬物療法学研究室）

6月27日（土）　14：00～15：00　第4会場（一般教育棟　3F　A37）

データベース活用

座長：黒澤 菜穂子（北海道薬科大学薬学部）
黒崎 勇二　（岡山大学薬学部）　　　

Ｏ4-1　病棟薬剤師による薬学的介入事例と質疑のデータベース化と内容の解析
谷藤 亜希子（神戸大学医学部附属病院薬剤部）

Ｏ4-2　添付文書SGMLファイルを元に、NoSQLデータベースで構築した添付文書検索システム
初田 泰敏（大阪大谷大学薬学部）

Ｏ4-3　病棟担当薬剤師とＤＩ室の連携による医薬品情報データベースの一元管理体制の構築
野々内 裕紀（関西電力病院薬剤部）

Ｏ4-4　医薬品の文献検索における異なるデータベースの特徴の調査
井上　 彰（（一財）日本医薬情報センター）

6月27日（土）　13：00～14：00　第4会場（一般教育棟　3F　A37）

リスク管理

座長：田中 亮裕（愛媛大学医学部附属病院薬剤部）
佐々木 緑（重井医学研究所附属病院薬剤部）

Ｏ3-1　“思い込み”による調剤インシデント事例情報解析のためのワークショップ
高橋　 翔（みどり薬局栗橋店、（株）ファーマみらい）

Ｏ3-2　“半錠”調剤におけるインシデント事例情報解析のためのワークショップ
蓮見 和也（（株）ファーマみらい、みどり調剤薬局中央店）

Ｏ3-3　注射薬払出システムにおけるGS1データバーを利用した誤調剤防止の取り組み
高田 敦史（九州大学病院薬剤部）

Ｏ3-4　医薬品情報提供としてのリスクコミュニケーション―日米欧のHPVワクチン接種事例より
宮田 裕人（くすりの適正使用協議会）

6月27日（土）　14：00～15：00　第3会場（一般教育棟　3F　B33）

医薬品情報一般２

座長：近藤 祥代（津山中央病院薬剤部） 　　
稲葉 一郎（株式会社ハートフェルト）

Ｏ2-1　薬剤師による残薬確認とその結果もたらす経済的損失回避と診療報酬改定前後の比較検討
森山 眞之助（株式会社ファーマみらい）

Ｏ2-2　バーコードを利用した図書管理システムの構築
甲田 明英（岐阜市民病院）

Ｏ2-3　楽譜の校訂作業を参考にした在宅医療に係る多職種の情報から患者像の形成方法の検討
重田 知己（医療法人社団　双泉会　いずみホームケアクリニック薬剤科）

Ｏ2-4　広告代理店における新たな取り組み：レギュレーションマイスター認定制度の制定・実施
松枝 英弘（（株）ファーマ インターナショナル）
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一般口演 5 （Ｏ5-1～Ｏ5-4） 一般口演 7 （Ｏ7-1～Ｏ7-4）

一般口演 8 （Ｏ8-1～Ｏ8-3）一般口演 6 （Ｏ6-1～Ｏ6-4）

6月27日（土）　13：00～14：00　第6会場（一般教育棟　1F　B11）

医薬品集・医薬品採用

座長：崔　 吉道（金沢大学附属病院薬剤部）　 　　　　　　　
石澤 啓介（徳島大学大学院医歯薬学研究部臨床薬剤学）

Ｏ5-1　医薬品集の電子化が必要 - 医薬品集意識調査の変遷より
塚口 真穂登（新潟大学医歯学総合病院薬剤部）

Ｏ5-2　医師への医薬品情報の充実と医薬品情報の部署対応化が課題―医薬品集別冊意識調査より
多川 洋史（新潟大学医歯学総合病院薬剤部）

Ｏ5-3　ヒトパピローマウイルスワクチン採用に関するアンケート調査
長南 謙一（鈴鹿医療科学大学薬学部）

Ｏ5-4　薬品情報室における医薬品情報の収集と提供内容についての実態調査
大坂 奈央子（日本医科大学付属病院薬学部）

6月28日（日）　9：20～10：20　第3会場（一般教育棟　3F　B33）

医薬品情報解析

座長：橋口 正行（慶應義塾大学薬学部医薬品情報学）
松山 哲史（岡山市立市民病院薬剤部）　　　　

Ｏ7-1　院外処方せんへのがん化学療法の情報提供の評価・・・・応需薬局アンケートから
徳永　 晃（佐賀県医療センター好生館薬剤部）

Ｏ7-2　汎用支援システムを用いた退院時薬剤情報管理指導の構築とその評価
鹿子木 成美（九州大学病院薬剤部）

Ｏ7-3　ユーザーテストを用いた患者向医薬品ガイドの有用性の検討
山本 美智子（昭和薬科大学）

Ｏ7-4　グリメピリドのDPP-4阻害薬併用開始時における一日投与量の変化について
千田 泰健（釧路赤十字病院薬剤部）

6月28日（日）　10：20～11：20　第3会場（一般教育棟　3F　B33）

リスク因子評価

座長：島田 美樹（鳥取大学医学部附属病院薬剤部）
大谷 壽一（慶應義塾大学薬学部）　　　　　

Ｏ8-1　成人血液悪性腫瘍患者におけるラスブリカーゼ投与後の尿酸値上昇のリスク因子
佐藤 雄己（大分大学医学部附属病院薬剤部）

Ｏ8-2　診療データウェアハウスを用いたST合剤による血清カリウム値上昇のリスク因子評価
冨田 隆志（広島大学病院薬剤部）

Ｏ8-3　認知症患者における抑肝散の副作用情報解析
新谷 冴香（京都薬科大学）

6月27日（土）　14：00～15：00　第6会場（一般教育棟　1F　B11）

医薬品情報収集・提供

座長：下堂薗 権洋（九州保健福祉大学薬学部）
河崎 陽一　（岡山大学病院薬剤部）　 　

Ｏ6-1　自動車運転等に注意を要する医薬品に対する外来患者を対象とした安全体制の構築
園浦 将矢（愛媛大学医学部附属病院）

Ｏ6-2　一般用医薬品の自動車運転に関する注意喚起の実態
山本 奈央子（大阪大谷大学薬学部）

Ｏ6-3　内服薬処方せんの記載方法の標準化と添付文書の用法・用量表記について
小川 勝弘（鳥取大学医学部附属病院薬剤部）

Ｏ6-4　医療スタッフへの質の高い情報提供を目的とした医薬品情報収集支援システムの構築
永田 健一郎（九州大学病院薬剤部）
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一般口演 9 （Ｏ9-1～Ｏ9-5）

ポスター演題 （Ｐ-12～Ｐ-22）

ポスター演題 （Ｐ-8～Ｐ-11）

ポスター演題 （Ｐ-1～Ｐ-7）

一般演題（ポスター）

6月28日（日）　9：20～10：50　第4会場（一般教育棟　3F　A37）

課題研究

座長：若林 　進（杏林大学医学部付属病院薬剤部）
三木 晶子（東京大学大学院薬学系研究科）　

リスク管理と医薬品情報

プレアボイド・RMP・EBM

Ｏ9-1　日本および米国における薬剤師の臨床試験の論文利用に関する意識調査
中川 直人（東北大学病院薬剤部）

Ｏ9-2　災害時に対応できるOTC 医薬品集のあり方についての検討（第1報）
鹿村 恵明（東京理科大学薬学部）

Ｏ9-3　一般用医薬品の添付文書におけるアイ・トラッカーを用いた理解度に関する応用可能性の研究
丸山 順也（慶應義塾大学薬学部）

Ｏ9-4　薬剤師の医薬品情報リテラシー向上を目指した薬剤業務事例に学ぶ教材の開発（1）
榊原 統子（（一財）日本医薬情報センター）

Ｏ9-5　FAERSを用いた自発報告データベースにおける周産期の有害事象報告の現状と分析
酒井 隆全（名城大学大学院薬学研究科）

Ｐ-4 　岡山大学病院新生児集中治療室における薬剤師の医薬品情報提供内容とその解析
勝部 理早（岡山大学病院薬剤部）

Ｐ-5 　プロトコルに基づく臨時処方入力支援に関する調査―入力支援を行った経緯からの考察―
小川　 敦（岡山大学病院薬剤部）

Ｐ-6 　岡山大学病院における薬剤師業務の評価と課題～多職種へのアンケート調査～
金　 聖暎（岡山大学病院薬剤部）

Ｐ-7 　病棟業務における適正な医薬品情報提供の支援に関する検討
佐村　 優（横浜総合病院薬剤科）

Ｐ-8 　プレアボイド報告を利用した医薬品情報共有への取り組み
大庭 理寛（神奈川県厚生農業協同組合連合会　伊勢原協同病院医療技術部薬局）

Ｐ-9 　岡山大学病院薬剤部におけるプレアボイド報告の分析と薬学的介入の展望
後藤 千尋（岡山大学薬学部臨床薬剤学）

Ｐ-10　医薬情報室における質疑応答とプレアボイド事例に関する情報の共有化への取り組み
伊賀 千夏（東京医科大学病院薬剤部）

Ｐ-11　医薬品リスク管理計画における潜在的リスクの添付文書記載状況と未記載理由の検証
大野 優紀（広島大学薬学部）

Ｐ-12　医薬品使用パターンによる重症度リスク補正を用いたアウトカム評価手法の開発
今井 志乃ぶ（国立病院機構本部総合研究センター診療情報分析部）

Ｐ-13　SGLT2阻害薬の院内リスク管理と適正使用に対する検討
小川 寿子（医療法人社団緑成会　横浜総合病院薬剤科）

Ｐ-14　総合医療情報システムと連動した全自動PTPシート払出装置の効率的運用とその評価
岡崎 萌水（高知大学医学部附属病院薬剤部）

Ｐ-15　一包化調剤を行う際の注意点の分析
山田 耕司（（一財）日本医薬情報センター）

Ｐ-16　一包化調剤を行う際に注意が必要な薬の分析
小林 映美（（一財）日本医薬情報センター）

チーム医療と医薬品情報

Ｐ-1 　病棟薬剤業務に向けた支援システムの評価－代理修正機能の有用性－
小松 仁美（高知大学医学部附属病院薬剤部）

Ｐ-2 　電子カルテ機能を用いた病棟担当薬剤師の薬物療法への介入事例収集
田中 忠宏（済生会熊本病院薬剤部）

Ｐ-3 　ICU病棟専任薬剤師によるバンコマイシンTDMの介入効果
田坂　 健（岡山大学病院薬剤部）

ポスター会場　一般教育棟　2Ｆ（Ｃ棟）
　●示説時間 ［演題番号 奇数］　6月27日（土）　16：30～17：30
　●示説時間 ［演題番号 偶数］　6月28日（日）　14：10～15：10
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一般口演 9 （Ｏ9-1～Ｏ9-5）

ポスター演題 （Ｐ-12～Ｐ-22）

ポスター演題 （Ｐ-8～Ｐ-11）

ポスター演題 （Ｐ-1～Ｐ-7）

一般演題（ポスター）

6月28日（日）　9：20～10：20　第4会場（一般教育棟　3F　A37）

課題研究

座長：若林 　進（杏林大学医学部付属病院薬剤部）

リスク管理と医薬品情報

プレアボイド・RMP・EBM

Ｏ9-1　日本および米国における薬剤師の臨床試験の論文利用に関する意識調査
中川 直人（東北大学病院薬剤部）

Ｏ9-2　災害時に対応できるOTC 医薬品集のあり方についての検討（第1報）
鹿村 恵明（東京理科大学薬学部）

Ｏ9-3　一般用医薬品の添付文書におけるアイ・トラッカーを用いた理解度に関する応用可能性の研究
丸山 順也（慶應義塾大学薬学部）

Ｏ9-4　薬剤師の医薬品情報リテラシー向上を目指した薬剤業務事例に学ぶ教材の開発（1）
榊原 統子（（一財）日本医薬情報センター）

Ｏ9-5　FAERSを用いた自発報告データベースにおける周産期の有害事象報告の現状と分析
酒井 隆全（名城大学大学院薬学研究科）

Ｐ-4 　岡山大学病院新生児集中治療室における薬剤師の医薬品情報提供内容とその解析
勝部 理早（岡山大学病院薬剤部）

Ｐ-5 　プロトコルに基づく臨時処方入力支援に関する調査―入力支援を行った経緯からの考察―
小川　 敦（岡山大学病院薬剤部）

Ｐ-6 　岡山大学病院における薬剤師業務の評価と課題～多職種へのアンケート調査～
金　 聖暎（岡山大学病院薬剤部）

Ｐ-7 　病棟業務における適正な医薬品情報提供の支援に関する検討
佐村　 優（横浜総合病院薬剤科）

Ｐ-8 　プレアボイド報告を利用した医薬品情報共有への取り組み
大庭 理寛（神奈川県厚生農業協同組合連合会　伊勢原協同病院医療技術部薬局）

Ｐ-9 　岡山大学病院薬剤部におけるプレアボイド報告の分析と薬学的介入の展望
後藤 千尋（岡山大学薬学部臨床薬剤学）

Ｐ-10　医薬情報室における質疑応答とプレアボイド事例に関する情報の共有化への取り組み
伊賀 千夏（東京医科大学病院薬剤部）

Ｐ-11　医薬品リスク管理計画における潜在的リスクの添付文書記載状況と未記載理由の検証
大野 優紀（広島大学薬学部）

Ｐ-12　医薬品使用パターンによる重症度リスク補正を用いたアウトカム評価手法の開発
今井 志乃ぶ（国立病院機構本部総合研究センター診療情報分析部）

Ｐ-13　SGLT2阻害薬の院内リスク管理と適正使用に対する検討
小川 寿子（医療法人社団緑成会　横浜総合病院薬剤科）

Ｐ-14　総合医療情報システムと連動した全自動PTPシート払出装置の効率的運用とその評価
岡崎 萌水（高知大学医学部附属病院薬剤部）

Ｐ-15　一包化調剤を行う際の注意点の分析
山田 耕司（（一財）日本医薬情報センター）

Ｐ-16　一包化調剤を行う際に注意が必要な薬の分析
小林 映美（（一財）日本医薬情報センター）

チーム医療と医薬品情報

Ｐ-1 　病棟薬剤業務に向けた支援システムの評価－代理修正機能の有用性－
小松 仁美（高知大学医学部附属病院薬剤部）

Ｐ-2 　電子カルテ機能を用いた病棟担当薬剤師の薬物療法への介入事例収集
田中 忠宏（済生会熊本病院薬剤部）

Ｐ-3 　ICU病棟専任薬剤師によるバンコマイシンTDMの介入効果
田坂　 健（岡山大学病院薬剤部）

ポスター会場　一般教育棟　2Ｆ（Ｃ棟）
　●示説時間 ［演題番号 奇数］　6月27日（土）　16：30～17：30
　●示説時間 ［演題番号 偶数］　6月28日（日）　14：10～15：10
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ポスター演題 （Ｐ-38～Ｐ-53）ポスター演題 （Ｐ-23～Ｐ-37）

データベース活用

Ｐ-32　医療機関から寄せられた輸液の血管外漏出に関する問合せについて
岩原 良晴（（株）大塚製薬工場輸液DIセンター）

Ｐ-33　佐世保市立総合病院における内視鏡下手術後の患者を対象としたロキソプロフェンナトリウムの効果
荻野 清子（佐世保市立総合病院薬剤部）

Ｐ-34　関節リウマチにおけるメトトレキサートの有効性と遺伝子多型の関連のメタアナリシス
袴田　 潤（慶應義塾大学薬学部）

Ｐ-35　吸入指導に活かすコンコーダンスモデルの実践と患者のアウトカムに関する一考察
野田 政充（望星薬局（株））

Ｐ-36　薬剤師におけるコンコーダンス及びコミュニケーション関連用語の認知度と理解度
野村 香織（くすりの適正使用協議会、公益社団法人日本医師会）

Ｐ-37　本邦のファーマコビジランスに関する薬剤師の認識
小原　 拓（東北大学病院薬剤部、東北大学東北メディカル・メガバンク機構予防医学・疫学部門）

Ｐ-38　JADERによる抗精神病薬投与量と体重増加の関連性の評価
畑　 武生（大阪医科大学附属病院薬剤部）

Ｐ-39　米国薬剤師予防接種が国民に与えた影響 - 有害事象自発報告データベースにおける検討 -
藤森 美代子（丸森町国民健康保険丸森病院総務班）

Ｐ-40　副作用データベースを利用した分子標的薬による副作用の特徴及び対策に関する研究
中村 早織（名城大学薬学部医薬情報センター）

Ｐ-41　PMDA副作用症例データーベースに基づくジェネリック医薬品の安全性情報収集の実態調査
川井　 舞（慶應義塾大学薬学部医薬品開発規制科学講座）

Ｐ-42　有害事象自発報告データを用いたフェニトインの治療管理失敗要因の探索
大島 新司（城西大学薬学部）

Ｐ-43　有害事象自発報告データベースを用いた抗不整脈薬による有害事象の網羅的解析
保田 彩夏（近畿大学薬学部）

Ｐ-44　有害事象自発報告データベースを用いた抗うつ薬・抗パーキンソン病薬と認知障害の解析
小西 啓介（近畿大学薬学部）

Ｐ-45　大規模医療データベースを用いた抗てんかん薬とがんリスクの関連性に関する研究
本村 春香（近畿大学薬学部）

Ｐ-46　FAERSを用いた授乳中の乳児に発生した有害事象報告の現状と分析
榊原 麻貴（名城大学薬学部医薬情報センター）

Ｐ-17　小児薬用量監査システムの有用性の調査
井原 摂子（静岡県立こども病院薬剤室）

Ｐ-18　処方オーダー入力時におけるアレルギー薬チェック機能の構築
石井 雅人（姫路赤十字病院）

Ｐ-19　外来患者における有害事象の収集とフィードバックの重要性
上野 良夫（KKR高松病院診療部薬剤科）

Ｐ-20　後発医薬品が関連したヒヤリ・ハット事例の改善策の分析（薬剤取り違えの観点から）
國遠 孝斗（名城大学薬学部医薬品情報学研究室）

Ｐ-21　抗がん剤調製とレジメン管理における医薬品情報室のかかわり
渡邊　 文（東京大学医科学研究所附属病院薬剤部）

Ｐ-22　蓄積された医療情報の活用－抗がん剤の採用規格・廃棄量からみるレジメンの適正化－
尾木 恭子（高知大学医学部附属病院薬剤部）

Ｐ-23　ガイドライン情報に基づいたMRSA感染症治療を包括的に支援するツールの構築
右川 博明（広島大学薬学部臨床薬物治療学）

Ｐ-24　デクスメデトミジンの血漿中薬物濃度と効果及び副作用の関係
杉原 三穂（東京薬科大学薬学部）

Ｐ-25　フルルビプロフェン貼付剤の抗血小板作用に基づいた川崎病への応用に関する検討
豊島 大輔（東京薬科大学薬学部）

Ｐ-26　チェストベリー乾燥エキス製剤プレフェミンの承認審査、添付文書、広告に関する解析
齋藤 充生（帝京平成大学薬学部）

Ｐ-27　生活者の睡眠薬への認識は、睡眠の質や「不眠で困ったときの相談行動」に関連している
倉橋 絢子（大阪薬科大学臨床実践薬学研究室）

Ｐ-28　生活者の睡眠薬に対する認識は了解因子と杞憂因子で構成される
宮村 実沙紀（大阪薬科大学臨床実践薬学研究室）

Ｐ-29　緩和ケアで併用されるオキファスト®とドルミカム®の2剤混合による配合変化の可能性
山根 理恵子（長崎大学薬学部）

Ｐ-30　医薬品服用時の飲水量調査結果がもたらす服薬指導への有用性
流川 美穂（大阪薬科大学薬学部）

Ｐ-31　内用抗がん薬経管投与時の薬剤投与者における曝露の検討
木下 紗江（兵庫医療大学薬学部）

症例報告・調査報告
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ポスター演題 （Ｐ-38～Ｐ-53）ポスター演題 （Ｐ-23～Ｐ-37）

データベース活用

Ｐ-32　医療機関から寄せられた輸液の血管外漏出に関する問合せについて
岩原 良晴（（株）大塚製薬工場輸液DIセンター）

Ｐ-33　佐世保市立総合病院における内視鏡下手術後の患者を対象としたロキソプロフェンナトリウムの効果
荻野 清子（佐世保市立総合病院薬剤部）

Ｐ-34　関節リウマチにおけるメトトレキサートの有効性と遺伝子多型の関連のメタアナリシス
袴田　 潤（慶應義塾大学薬学部）

Ｐ-35　吸入指導に活かすコンコーダンスモデルの実践と患者のアウトカムに関する一考察
野田 政充（望星薬局（株））

Ｐ-36　薬剤師におけるコンコーダンス及びコミュニケーション関連用語の認知度と理解度
野村 香織（くすりの適正使用協議会、公益社団法人日本医師会）

Ｐ-37　本邦のファーマコビジランスに関する薬剤師の認識
小原　 拓（東北大学病院薬剤部、東北大学東北メディカル・メガバンク機構予防医学・疫学部門）

Ｐ-38　JADERによる抗精神病薬投与量と体重増加の関連性の評価
畑　 武生（大阪医科大学附属病院薬剤部）

Ｐ-39　米国薬剤師予防接種が国民に与えた影響 - 有害事象自発報告データベースにおける検討 -
藤森 美代子（丸森町国民健康保険丸森病院総務班）

Ｐ-40　副作用データベースを利用した分子標的薬による副作用の特徴及び対策に関する研究
中村 早織（名城大学薬学部医薬情報センター）

Ｐ-41　PMDA副作用症例データーベースに基づくジェネリック医薬品の安全性情報収集の実態調査
川井　 舞（慶應義塾大学薬学部医薬品開発規制科学講座）

Ｐ-42　有害事象自発報告データを用いたフェニトインの治療管理失敗要因の探索
大島 新司（城西大学薬学部）

Ｐ-43　有害事象自発報告データベースを用いた抗不整脈薬による有害事象の網羅的解析
保田 彩夏（近畿大学薬学部）

Ｐ-44　有害事象自発報告データベースを用いた抗うつ薬・抗パーキンソン病薬と認知障害の解析
小西 啓介（近畿大学薬学部）

Ｐ-45　大規模医療データベースを用いた抗てんかん薬とがんリスクの関連性に関する研究
本村 春香（近畿大学薬学部）

Ｐ-46　FAERSを用いた授乳中の乳児に発生した有害事象報告の現状と分析
榊原 麻貴（名城大学薬学部医薬情報センター）

Ｐ-17　小児薬用量監査システムの有用性の調査
井原 摂子（静岡県立こども病院薬剤室）

Ｐ-18　処方オーダー入力時におけるアレルギー薬チェック機能の構築
石井 雅人（姫路赤十字病院）

Ｐ-19　外来患者における有害事象の収集とフィードバックの重要性
上野 良夫（KKR高松病院診療部薬剤科）

Ｐ-20　後発医薬品が関連したヒヤリ・ハット事例の改善策の分析（薬剤取り違えの観点から）
國遠 孝斗（名城大学薬学部医薬品情報学研究室）

Ｐ-21　抗がん剤調製とレジメン管理における医薬品情報室のかかわり
渡邊　 文（東京大学医科学研究所附属病院薬剤部）

Ｐ-22　蓄積された医療情報の活用－抗がん剤の採用規格・廃棄量からみるレジメンの適正化－
尾木 恭子（高知大学医学部附属病院薬剤部）

Ｐ-23　ガイドライン情報に基づいたMRSA感染症治療を包括的に支援するツールの構築
右川 博明（広島大学薬学部臨床薬物治療学）

Ｐ-24　デクスメデトミジンの血漿中薬物濃度と効果及び副作用の関係
杉原 三穂（東京薬科大学薬学部）

Ｐ-25　フルルビプロフェン貼付剤の抗血小板作用に基づいた川崎病への応用に関する検討
豊島 大輔（東京薬科大学薬学部）

Ｐ-26　チェストベリー乾燥エキス製剤プレフェミンの承認審査、添付文書、広告に関する解析
齋藤 充生（帝京平成大学薬学部）

Ｐ-27　生活者の睡眠薬への認識は、睡眠の質や「不眠で困ったときの相談行動」に関連している
倉橋 絢子（大阪薬科大学臨床実践薬学研究室）

Ｐ-28　生活者の睡眠薬に対する認識は了解因子と杞憂因子で構成される
宮村 実沙紀（大阪薬科大学臨床実践薬学研究室）

Ｐ-29　緩和ケアで併用されるオキファスト®とドルミカム®の2剤混合による配合変化の可能性
山根 理恵子（長崎大学薬学部）

Ｐ-30　医薬品服用時の飲水量調査結果がもたらす服薬指導への有用性
流川 美穂（大阪薬科大学薬学部）

Ｐ-31　内用抗がん薬経管投与時の薬剤投与者における曝露の検討
木下 紗江（兵庫医療大学薬学部）

症例報告・調査報告
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ポスター演題 （Ｐ-64～Ｐ-73）

ポスター演題 （Ｐ-74～Ｐ-79）

ポスター演題 （Ｐ-54～Ｐ-63）

院内医薬品情報

地域医療と医薬品情報

医療情報マネジメント

Ｐ-62　「Stabilis」と「注射薬調剤監査マニュアル」における抗菌薬の配合禁忌収載薬数の比較
望月 伸夫（日本Stabilis研究グループ、国立がん研究センター東病院薬剤部）

Ｐ-63　Filemakerを用いた薬剤師介入事例の共有
後藤 貴樹（島根大学医学部附属病院薬剤部）

Ｐ-64　薬剤師同士の「情報共有」で作る、新たな発想のHospital Formulary（院内医薬品集）
段松 雅弘（高知医療センター薬剤局）

Ｐ-65　病院における医薬品採用時の情報活用について
平松 彩佳（独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA） 安全第一部）

Ｐ-66　後発医薬品採用に伴う医師への調査
佐々木 優（総合相模更生病院薬剤部）

Ｐ-67　神戸大学医学部附属病院におけるMRから医療従事者への情報提供活動記録の評価
大澤 史宜（神戸大学医学部附属病院薬剤部）

Ｐ-68　妊婦・授乳婦薬物療法に関する問い合わせ状況と専門薬剤師の役割
松下 久美（菊川市立総合病院薬剤科）

Ｐ-69　名古屋大学医学部附属病院におけるラモトリギン使用状況調査と適正使用への取り組み
千崎 康司（名古屋大学医学部附属病院薬剤部）

Ｐ-70　精神科病棟における炭酸リチウムの適正使用状況の推移
桐野　 靖（徳島大学病院薬剤部）

Ｐ-71　ビグアナイド系薬剤の処方患者を対象とした医師への情報提供
阿部 浩幸（石巻赤十字病院薬剤部）

Ｐ-72　当院の小児に対するフェブキソスタットの処方状況調査
赤木 晋介（公益財団法人　大原記念倉敷中央医療機構　倉敷中央病院薬剤部）

Ｐ-73　手術室における薬剤の適正な保険請求に向けた取り組み
尾川 理恵（九州大学病院薬剤部）

Ｐ-74　服薬指導の改善を目的とした帰宅後の患者からの問い合わせ調査
福田　 淳（東ファーマシー（株）あずま薬局）

Ｐ-47　Japanese Adverse Drug Event Report databaseを用いた睡眠薬による転倒リスク調査
福井 悠美（春日井市民病院薬剤部）

Ｐ-48　ヒト胎児に対する薬物の安全性を機械学習により予測する
松岡 恒輝（徳島大学薬学部）

Ｐ-49　JADERを用いた有害事象解析による高齢者における抗血小板薬療法の安全性の検討
野口 義紘（岐阜薬科大学病院薬学研究室）

Ｐ-50　尿中排泄率・糞中排泄率データベースの構築とその活用
額田　 淳（株式会社システムヨシイ）

Ｐ-51　危険因子及び自覚症状からの副作用推測式サポートシステムの構築
浅井 里早（名城大学薬学部医薬情報センター）

Ｐ-52　病院の医療情報データを用いたスタチンの使用と糖尿病の関連についての検討
田中 正太郎（日本大学薬学部）

Ｐ-53　当院薬剤部における管理ツール作成による副作用情報収集の効率化
石田 俊介（徳島大学病院薬剤部）

Ｐ-54　医療機関における医薬品インタビューフォームの利用状況に関する実態調査
白石 奈緒子（岡山大学病院薬剤部）

Ｐ-55　医薬品添付文書内容の解釈により誤使用が引き起こされる危険性
木明 智子（札幌医科大学附属病院薬剤部）

Ｐ-56　分子標的抗癌剤における添付文書の改訂頻度、時期および内容の調査分析
畑岡 美咲（神戸薬科大学）

Ｐ-57　商標類否判断手法の医薬品名称類似性評価システムへの応用に関する検討
三井　 覚（（公財）がん研究会がん研究所）

Ｐ-58　薬効表記を用いたハイリスク医薬品の注意喚起
松田 雅史（滋賀医科大学医学部附属病院薬剤部）

Ｐ-59　自動車運転等の注意の記載に関する取り組み　導入後の課題について
荒木 隆一（市立敦賀病院薬剤部）

Ｐ-60　患者向医薬品ガイド改善の試みと評価：ジャヌビア®錠の場合
佐藤 嗣道（東京理科大学薬学部）

Ｐ-61　注射箋への薬剤情報印字の効果
中澤 香子（新潟大学医歯学総合病院薬剤部）
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ポスター演題 （Ｐ-64～Ｐ-73）

ポスター演題 （Ｐ-74～Ｐ-79）

ポスター演題 （Ｐ-54～Ｐ-63）

院内医薬品情報

地域医療と医薬品情報

医療情報マネジメント

Ｐ-62　「Stabilis」と「注射薬調剤監査マニュアル」における抗菌薬の配合禁忌収載薬数の比較
望月 伸夫（日本Stabilis研究グループ、国立がん研究センター東病院薬剤部）

Ｐ-63　Filemakerを用いた薬剤師介入事例の共有
後藤 貴樹（島根大学医学部附属病院薬剤部）

Ｐ-64　薬剤師同士の「情報共有」で作る、新たな発想のHospital Formulary（院内医薬品集）
段松 雅弘（高知医療センター薬剤局）

Ｐ-65　病院における医薬品採用時の情報活用について
平松 彩佳（独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA） 安全第一部）

Ｐ-66　後発医薬品採用に伴う医師への調査
佐々木 優（総合相模更生病院薬剤部）

Ｐ-67　神戸大学医学部附属病院におけるMRから医療従事者への情報提供活動記録の評価
大澤 史宜（神戸大学医学部附属病院薬剤部）

Ｐ-68　妊婦・授乳婦薬物療法に関する問い合わせ状況と専門薬剤師の役割
松下 久美（菊川市立総合病院薬剤科）

Ｐ-69　名古屋大学医学部附属病院におけるラモトリギン使用状況調査と適正使用への取り組み
千崎 康司（名古屋大学医学部附属病院薬剤部）

Ｐ-70　精神科病棟における炭酸リチウムの適正使用状況の推移
桐野　 靖（徳島大学病院薬剤部）

Ｐ-71　ビグアナイド系薬剤の処方患者を対象とした医師への情報提供
阿部 浩幸（石巻赤十字病院薬剤部）

Ｐ-72　当院の小児に対するフェブキソスタットの処方状況調査
赤木 晋介（公益財団法人　大原記念倉敷中央医療機構　倉敷中央病院薬剤部）

Ｐ-73　手術室における薬剤の適正な保険請求に向けた取り組み
尾川 理恵（九州大学病院薬剤部）

Ｐ-74　服薬指導の改善を目的とした帰宅後の患者からの問い合わせ調査
福田　 淳（東ファーマシー（株）あずま薬局）

Ｐ-47　Japanese Adverse Drug Event Report databaseを用いた睡眠薬による転倒リスク調査
福井 悠美（春日井市民病院薬剤部）

Ｐ-48　ヒト胎児に対する薬物の安全性を機械学習により予測する
松岡 恒輝（徳島大学薬学部）

Ｐ-49　JADERを用いた有害事象解析による高齢者における抗血小板薬療法の安全性の検討
野口 義紘（岐阜薬科大学病院薬学研究室）

Ｐ-50　尿中排泄率・糞中排泄率データベースの構築とその活用
額田　 淳（株式会社システムヨシイ）

Ｐ-51　危険因子及び自覚症状からの副作用推測式サポートシステムの構築
浅井 里早（名城大学薬学部医薬情報センター）

Ｐ-52　病院の医療情報データを用いたスタチンの使用と糖尿病の関連についての検討
田中 正太郎（日本大学薬学部）

Ｐ-53　当院薬剤部における管理ツール作成による副作用情報収集の効率化
石田 俊介（徳島大学病院薬剤部）

Ｐ-54　医療機関における医薬品インタビューフォームの利用状況に関する実態調査
白石 奈緒子（岡山大学病院薬剤部）

Ｐ-55　医薬品添付文書内容の解釈により誤使用が引き起こされる危険性
木明 智子（札幌医科大学附属病院薬剤部）

Ｐ-56　分子標的抗癌剤における添付文書の改訂頻度、時期および内容の調査分析
畑岡 美咲（神戸薬科大学）

Ｐ-57　商標類否判断手法の医薬品名称類似性評価システムへの応用に関する検討
三井　 覚（（公財）がん研究会がん研究所）

Ｐ-58　薬効表記を用いたハイリスク医薬品の注意喚起
松田 雅史（滋賀医科大学医学部附属病院薬剤部）

Ｐ-59　自動車運転等の注意の記載に関する取り組み　導入後の課題について
荒木 隆一（市立敦賀病院薬剤部）

Ｐ-60　患者向医薬品ガイド改善の試みと評価：ジャヌビア®錠の場合
佐藤 嗣道（東京理科大学薬学部）

Ｐ-61　注射箋への薬剤情報印字の効果
中澤 香子（新潟大学医歯学総合病院薬剤部）
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ポスター演題 （Ｐ-91～Ｐ-93）

ポスター演題 （Ｐ-80～Ｐ-90）

ポスター演題 （Ｐ-94～Ｐ-101）

臨床試験

医薬品情報教育

Ｐ-90　冬季国体神奈川県代表選手の使用薬およびサプリメント調査
金田 光正（（公財）神奈川県体育協会、（社福）聖隷横浜病院）

Ｐ-91　研究者主導臨床試験における入力データのエラー割合とその継時的変化
諸星 晴香（静岡県立大学薬学部医薬品情報解析学分野）

Ｐ-92　日本における臨床試験データの結果公開の現状に関する研究
丸山 博也（慶應義塾大学薬学部医薬品開発規制科学講座）

Ｐ-93　バイオシミラーの開発推進のための現状と課題の調査研究
丸山 穂高（慶應義塾大学薬学研究科医薬品開発規制科学講座）

Ｐ-94　タバコと受動喫煙の害に関する講義前後の学生意識の変化
齋藤 百枝美（帝京大学薬学部）

Ｐ-95　薬剤師がフィジカルアセスメントを学ぶための動画学習教材の開発
徳永　 仁（九州保健福祉大学薬学部）

Ｐ-96　岡山大学病院薬剤部におけるEBM評価実習プログラムの構築と評価
江角　 悟（岡山大学病院薬剤部）

Ｐ-97　病棟実習中に実習生が利用している医療情報源の調査
猪田 宏美（岡山大学病院薬剤部）

Ｐ-98　病院実務実習における体験型質疑応答実習の導入と効果 - 情報を聞き出す技能の向上 -
神田 紘介（長崎大学病院薬剤部）

Ｐ-99　薬学教育におけるＥＢＭ教育の現状と課題－シラバス調査とアンケート実施計画－
佐々木 順一（広島国際大学薬学部）

Ｐ-100 薬剤師国家試験のシミュレーション教材e-PDEへの展開
西岡 ちひろ（名城大学薬学部医薬情報センター）

Ｐ-101 保険薬局における治療ガイドライン研修の取り組み
川上 茂利（株式会社マスカット薬局）

Ｐ-75　残薬の薬効分類から見える医薬品の傾向と薬剤師が介入する薬学的管理や医療費削減
柳澤 奈緒樹（あたご薬局）

Ｐ-76　保険薬局における外用貼付剤のスキンケア
永崎 一樹（アローファーマ（株）潜竜調剤薬局）

Ｐ-77　お薬手帳の普及を目的としたカレンダーの作成とその評価
若林　 進（杏林大学医学部付属病院薬剤部）

Ｐ-78　伝えきれていなかった、子育て中の母親への服薬指導
森口 紗里（神戸薬科大学薬学臨床教育センター）

Ｐ-79　ひたちなか健康ITネットワークによる薬薬連携の推進～腎機能と処方の傾向を探る～
海老根 香里（（株）日立製作所　ひたちなか総合病院薬務局）

Ｐ-80　慢性腎臓病患者の一般用医薬品適正使用を目指した登録販売者研修会の教育効果
近藤 悠希（熊本大学大学院生命科学研究部（薬学系）薬剤情報分析学分野）

Ｐ-81　要指導医薬品の情報提供に関する検討
齋藤 玲奈（大阪大谷大学薬学部）

Ｐ-82　スイッチOTC薬上市による医療用医薬品の処方動向への影響評価
島崎 啓輔（慶應義塾大学薬学部）

Ｐ-83　OTC医薬品のリスクコミュニケーションの取り組みに関する調査研究～２～　
泉澤　 恵（日本大学薬学部）

Ｐ-84　災害時対応OTC医薬品集（試作版）の作成
田中 愛佳（東京理科大学薬学部）

Ｐ-85　一般用医薬品の適正使用等に関する研究―英国と日本の既承認の一般用医薬品等の比較―
大室 弘美（武蔵野大学薬学部）

Ｐ-86　日本・シンガポールのOTC医薬品外箱および添付文書デザインの比較
高橋　 南（千葉大学大学院工学研究科デザイン心理学研究室）

Ｐ-87　一般用医薬品の適正使用を指向した一般生活者のヘルスリテラシーの調査研究　第二報
倉田 香織（東京薬科大学）

Ｐ-88　医薬品・健康食品間相互作用の薬歴管理についての現状把握と問題点
山川 宏之（株式会社望星薬局）

Ｐ-89　健康食品の摂取に伴う健康被害報告の因果関係評価：架空事例による信頼性の検討
武野 佑磨（静岡県立大学薬学部医薬品情報解析学分野）

一般用医薬品・サプリメント
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ポスター演題 （Ｐ-91～Ｐ-93）

ポスター演題 （Ｐ-80～Ｐ-90）

ポスター演題 （Ｐ-94～Ｐ-101）

臨床試験

医薬品情報教育

Ｐ-90　冬季国体神奈川県代表選手の使用薬およびサプリメント調査
金田 光正（（公財）神奈川県体育協会、（社福）聖隷横浜病院）

Ｐ-91　研究者主導臨床試験における入力データのエラー割合とその継時的変化
諸星 晴香（静岡県立大学薬学部医薬品情報解析学分野）

Ｐ-92　日本における臨床試験データの結果公開の現状に関する研究
丸山 博也（慶應義塾大学薬学部医薬品開発規制科学講座）

Ｐ-93　バイオシミラーの開発推進のための現状と課題の調査研究
丸山 穂高（慶應義塾大学薬学研究科医薬品開発規制科学講座）

Ｐ-94　タバコと受動喫煙の害に関する講義前後の学生意識の変化
齋藤 百枝美（帝京大学薬学部）

Ｐ-95　薬剤師がフィジカルアセスメントを学ぶための動画学習教材の開発
徳永　 仁（九州保健福祉大学薬学部）

Ｐ-96　岡山大学病院薬剤部におけるEBM評価実習プログラムの構築と評価
江角　 悟（岡山大学病院薬剤部）

Ｐ-97　病棟実習中に実習生が利用している医療情報源の調査
猪田 宏美（岡山大学病院薬剤部）

Ｐ-98　病院実務実習における体験型質疑応答実習の導入と効果 - 情報を聞き出す技能の向上 -
神田 紘介（長崎大学病院薬剤部）

Ｐ-99　薬学教育におけるＥＢＭ教育の現状と課題－シラバス調査とアンケート実施計画－
佐々木 順一（広島国際大学薬学部）

Ｐ-100 薬剤師国家試験のシミュレーション教材e-PDEへの展開
西岡 ちひろ（名城大学薬学部医薬情報センター）

Ｐ-101 保険薬局における治療ガイドライン研修の取り組み
川上 茂利（株式会社マスカット薬局）

Ｐ-75　残薬の薬効分類から見える医薬品の傾向と薬剤師が介入する薬学的管理や医療費削減
柳澤 奈緒樹（あたご薬局）

Ｐ-76　保険薬局における外用貼付剤のスキンケア
永崎 一樹（アローファーマ（株）潜竜調剤薬局）

Ｐ-77　お薬手帳の普及を目的としたカレンダーの作成とその評価
若林　 進（杏林大学医学部付属病院薬剤部）

Ｐ-78　伝えきれていなかった、子育て中の母親への服薬指導
森口 紗里（神戸薬科大学薬学臨床教育センター）

Ｐ-79　ひたちなか健康ITネットワークによる薬薬連携の推進～腎機能と処方の傾向を探る～
海老根 香里（（株）日立製作所　ひたちなか総合病院薬務局）

Ｐ-80　慢性腎臓病患者の一般用医薬品適正使用を目指した登録販売者研修会の教育効果
近藤 悠希（熊本大学大学院生命科学研究部（薬学系）薬剤情報分析学分野）

Ｐ-81　要指導医薬品の情報提供に関する検討
齋藤 玲奈（大阪大谷大学薬学部）

Ｐ-82　スイッチOTC薬上市による医療用医薬品の処方動向への影響評価
島崎 啓輔（慶應義塾大学薬学部）

Ｐ-83　OTC医薬品のリスクコミュニケーションの取り組みに関する調査研究～２～　
泉澤　 恵（日本大学薬学部）

Ｐ-84　災害時対応OTC医薬品集（試作版）の作成
田中 愛佳（東京理科大学薬学部）

Ｐ-85　一般用医薬品の適正使用等に関する研究―英国と日本の既承認の一般用医薬品等の比較―
大室 弘美（武蔵野大学薬学部）

Ｐ-86　日本・シンガポールのOTC医薬品外箱および添付文書デザインの比較
高橋　 南（千葉大学大学院工学研究科デザイン心理学研究室）

Ｐ-87　一般用医薬品の適正使用を指向した一般生活者のヘルスリテラシーの調査研究　第二報
倉田 香織（東京薬科大学）

Ｐ-88　医薬品・健康食品間相互作用の薬歴管理についての現状把握と問題点
山川 宏之（株式会社望星薬局）

Ｐ-89　健康食品の摂取に伴う健康被害報告の因果関係評価：架空事例による信頼性の検討
武野 佑磨（静岡県立大学薬学部医薬品情報解析学分野）
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